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2007年度第 1回常任理事会議事録

円 lf寺・ 2007，q':4月1411( LJ午後 51l寺~午後 711寺

場 所.明治学院大学白金キャンバス

本館 (l号館)91結91番会，議室

出席者:岡村一成理事長， 荻野ヒ言~;，\11理事長 ・ 浮谷

秀一，大矯信夫，垣本由紀子，凶之内l平三，

f~T 止文，内藤伺雄， j除問主ー，松illi'，'iJ，・夫，

向:1+希宏，南降り:l (以 1:，12名)

委任状:怯Ifl浩平， 蓮花一己(第 74回大会委員長

を兼ねる)

事務局'浮谷秀一 (事務局長)， {JJiJHII忠 (幹事)

l 報告単項

(1) r型車長挨拶

.60仏j年記念出版祝賀会開催の桜fi?と街l礼

があった。詳細は別に報告。

(2) 各委員会報告

1 ) 機関誌編集委員会(藤111委員長)

・ 第 32 巻第 2 号の審査ならひ;'，こ編集状 Ó~ に

ついて説明があった。 投杭 6本のうち 3

本を掲載する。 イヒ沢成一先生の追悼文 UI

卜j喜久和先生)と田中国土犬先生の追悼文

(1壬IJf，;修一先生)を掲載す る。その他，事務

局だより，認定 「応用心理l+J事務同より ，

機関誌 「応用心州学研究」の新投稿 ・執筆

規程，機関誌 「応用心Ilti'子研究」の新編集

規程を抱載する。

・第 261旦|国際応用心底l学会"葉山JJiv者を対象

とした鮎|人の英文論文 15('1と応刷心血学

会企l血|シンポジ ウムの報告を加えて，特集

号として編集する。

2) 企画委員会(内候委員長)

• 2006年度ゾンポジウムを本日午後 1lf寺

30分か ら5時 まで，明治学院大学本館

1201教室で開催した。テ ーマは 『過電負

担の医療 ・?高制従事者をどう支J愛する

か?J，企画は内藤哲雄氏(信州大学)，司

会は大橋信夫氏 (1三|本福祉大学:)，内総哲郎

氏(信州大学)，話題提供.峯尾武巳氏(神

奈川県立保健福I'II:大学)，育方りえ氏(医療

法入社|寸|順聖会吉方病院|実問i)，111川時介

事務局だより

氏(児童養設施設まつは国保育ー|ー)， 安 T(!'~真

智一!こ氏 (東京都渋谷区寸こと も家庭支援セン

ター専門相談員)，J旨定討論は:1-1ー上孝代氏

(1リl治学院大学)，松下由美子氏 (山梨県立

大学者設学部) であ った。

・第 741百|大会(於帝塚山大学)での研修会

は，以下のとおり企l血iを進めている。 しか

し，山!Jif有が少なく ，何 らかの対策を考え

る必要があると提案された。

①9月8日 「社会における見、用心性H-:の使

命と課題 ・留意点J(講師 iljl作 川氏

(仁|コ点大学)，司会。向井希宏氏 ([11)-;(大

学))。

②9 )-J 9 1ゴ 「未定J(講師ー井 |孝代氏(II):J 

治乍|涜大字)，司会伊If長武彦氏(干11光大

学))。

3) 広報委員会(所委員長)

・ニュースレター第 17号がliJ-Jもなく発送予

定であることが報告された。ただ，校正の

手Jl I~iについて質問があり，最終的に広報委

員会の責任校正とすることにな った。

4) 認定 「比、m心Jill士」認定審食委員会

(i手谷委員長)

・19名の巾前書類を審査した結果， 16名を

合絡， 2名を不合格とした。 1:g，はEI'I品ーを

取り下げた。全員に認定証をj去った。

5) 国際交流委員会(松irrl委員)

. i'Jく回の住11燦応用心理学会議の件なと¥ いく

つかの案件そ継続 して検討中であると報告

があ った。

6) 粁手研究者支媛委員会(1壬!と内委員長)

-次l旦|の大会では，プログラムに若手文媛の

案内を出殺することを検討していると報告

があった。

7) 学会立 ・奨励賞選考委員会(荻野委員長)

・委員会がとIi.成 20年度に設白し，ム1'-成 18

年度分，19年度分を対象に選，号すること

が {I{I・~，~，された 。

(3) 円本心開学諸'学会連合報告(岡*、j'H[!事長)

・t'fIこなし。

(4) 2007年度第 741旦|大会について

(代PT! 向井常任JlI!事)
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• 2007年 9月 8E:J， 9 1=1に帝塚山大学学園

前キャンパスにおいて開催する。

• 1号通信が間もなく発送されると報告か

あった。

2 審議事項

(1) 名誉会員推裁に関する件 (岡村理事長)

-平成 19年度名誉会員候補者の中から，馬

場房子氏と垣本由紀子氏の惟裁を決定し，

承認された。

(2) 終身会員に関する件(岡村i理事長)

• 40 :g，の申請があり， 38名は承認した。残

りの 2名については，学会年会費が未納の

ため，納入が確認された場合という条件付

で承認された。

(3) 2006年度決算に関する件(浮谷事務局長)

-すべての委員会から報告が出ていないが，

現時点での状況が説明された。次回に確認

することになった。

(4) 2007年度予算案に関する件 (浮谷事務局長)

-予算案は，昨年度予算に基ついて作成され

たものが示された。一部金制について修正

があり ，次回最終!催認をすることになっ

た。高嶋正士名誉会員からの寄付 50万円

の取り扱いについて，盟事長から，若手育

成基金へ繰り入れた らとうかとの提案があ

り，高嶋先生の了承を得て決めることが承

認された。

(5) 新入会員審査および会員異動について

(浮谷事務局長)

.新人会員申し込みのあ った9名について

審査し，全員承認した。

高井秀明，津田康民，内田誠也，

平木貴子，上田真由子，石井裕美，

西土 泉，清水 llfl美，高橋 美奈

• 3月 31日現在，会員数 1，100名 (内訳.正

会員数 1，018名， 学生会員 2名，名誉会員

40名，終身会員 40名，賛fl)J会員 4名)。入

会者 7名，退会者 27名(うち，逝去 l

名)。

*次回常任理事会は 2007i:1二6月 291ミ1(金)午

後 611寺より東京富士大学において開催される

予定。

2007年度第 2回常任理事会議事録

日時 2007年6月29EI (土〕午後 6 1l寺~午後 8 1l~j

45分

場所・東京富士大学本会 H皆第 2会議室

出席者 岡村-成理事長，荻野七重副理事長 ・浮谷

秀一，大橋信夫，垣本由紀子，回之内厚三，

所正文，内藤哲雄，藤田主ー，松irlj ~~'夫 ，

松田浩平， 向井希宏， 南 |笠男(以 上13 

名)

委任状:蓮花一己(第 74回大会委員長を兼ねる)

事務局 浮谷秀一 (事務局長)，伊波和恵(幹事)

1. 報告事項

(1)理事長候拶

-高l嶋正士名誉会員からの寄付を，若手育成

基金と して活用させていただくことに了承

していただいた。

(2) 各委員会報告

1 ) 機関誌編集委員会(藤|王l委員長)

・第 32巻第 2号 (3月 31日付)の発行状川

について説明があった :投稿数は 6本()京

若 5本，資料 l本)あった。掲載内容は，

資料 3本，追悼文 2本， 事務局だより ，認

定 「応用心理士」事務局より， I応用心理学

研究」投稿 ・執筆規程，機関誌編集規程を

掲救。

・現在，機関誌作成作業を依頼している印刷

所の編集作業終了から印刷発行までに時間

がかかるため，迅速な対応が要望された。

また，印刷所の単純なミスが多く， 今後改

善するよう要望していくことにな った。

・第 33巻第 l号 (秋以j)の投稿状況につい

て説明があった 投稿数は 7本(英文投稿

2本を含む)。短報 3本，公開シンポゾウム

記録 l本(予定)。

・第 26巨|国|燦応用心理学会議特集号につい

ては，申込数日本で，投稿は 13本 (辞退

l本，勘違い 2本)，応心企画シン ポジウム

関連 l本。年度内の発行を目標に，これか

ら審査 ・編集に入る。

.7月 21日(土)に編集委員会開催の予定。



事務局だより

2) 企画委員会(内藤委員長)

.4月の公開シンポジウムについては， 昨年

と問機再構成して機関誌にf制改する。

・大会時研修会は， til川乍先生と井上先生にお

目!白いした。また，研修会1'1:]の受付へのス

タy フ配置等は，第 74回大会以降は主催

校に担当していただくことがlifiiiaされた0

・研修会，公開シ ンポシウムに参加する こと

によって，認定 「応問心1m土」資格取得の

ためのポイントとして加算したり，地域市

民に広報したりするなと参加者を増やす方

策の検討が提案された。

3) 広報委員会

( 47 ) 

.2007年 9月 8日， 9日に帝塚山大学年'閉

「町キャンバスにおいて開催する。

・理事会は大会前日の 7日夜， 懇親会は 81二l

夜(大学からパスにて送迎)に， それぞれ

奈良ホテルにて開催予定。

・lニドし込み状況は次のとおり :口頭発表 23

件， ポスタ 一発表 77件， 参加申込 61i'!'， 

論文集購入のみ 4件，広告申し込み 15社，

山!苫 E~I し込み 4 :f土，寄付の申し出約 1 0 件。

.大会エントリ ーの Web手続きについて，

わかりにくい点や操作性の問題点が指摘さ

れた。次回より改善するように提案があっ

fこ。

(所委員長，イ ンタ ーネ y 卜担当:松田委員)

・ニュースレタ ー第 17号 (12ページ)が発

行された。

2 得議事項

・ニュースレタ ー第 18号の発行は，大会終

了後の 11月頃を予定。

・ホームページの再構築作業中である。資料

のデ ータベ ース検索(アブストラクト程

度)を可能にす ることを最優先課題と考え

てい る0

・会員情報の登録や検索性については，個人

情報保護との兼ね合L、から検討すべき課題

が多い。

4) 認定 「応用心理士」認定審査委員会

(浮谷委員長)

・2007年度前期の申請はなか った。

5) 国際交流委員会(蓮花委員長)

・特になし。

6) 若手研究者支援委員会(聞と内委員長)

-若手支援の内容を大会プロクラム に掲載す

ることになった。

(3) 日本心理学諸学会連合報告 (1茄l村理事長)

・選挙の結果，市川件l一氏が会長に，大坊郁

夫氏，野島一彦氏が副会長に決定した。

・第 l回心理学検定試験を 2008年 9月 14

日に，東京，札幌，名古屋，大阪を会場と

して実施することが決ま った。

-今年tl'!:の連合年会費は昨年同僚例年の 1.5

倍とな った。

(4) 2007年度第 74回大会について

(代理.浮谷事務局長)

(1) 2006年度決算に関する件 (浮谷事務局長)

・決算書(案)が事務局より提出され，承認

された。次回理事会までに会計監査を受け

る。

(2) 2007年度予算に関する件 (浮谷事務局長)

-提案さ れた予算案について， 若干の修正を

して承認された。

(3) 新入会員審査および会員異動に関する件

(浮谷事務局長)

.新入会の申し込みのあった 51名について

審査し，以 Fの 51名全員を承認した。

小平 朋江，i幸凹 幸嗣，堀井 {也

清水美帆， 高橋有里，

奥野朝子，塩野由乃，

牧野祥子，川口智子，

J怯上 {LIJ丈，沼山 博，

石舘美弥子，島崎 敢，

i度逃亜紀子，松田 l佳代，

Jt風菜穂子 I賓口まち子，

岩井良弓，長坂 展，

岡崎琴;恵，玉井航太，

橋田照子，長崎真梨恵，

武田普t!iJ，市川 千文，

弦間 売，山本美知子，

上野虫、力n，基島盟奈，

佐相 泰介，佐)jお ill~依，

玉瀬耕i台，西沢 綾，

吉田智子， 小西浩嗣，

全 花!札

田中和美，

小畑周介，

矢野俊人，

小林 敦子，

菊池武叫，

山田竜平，

池田

窪田知子，

m，島原依子，

三井 清美，

植田有香，

小玉昌直，

白鳥 司，

松本麻衣子，

小杉考司

.6/27現在，会員数 1，142名(内訳・正会員
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数 1，057名， 学生会員 3名， 名誉会員 39

名，終身会員 39名，賛JJ)J会員 4名)。入会

者 54名，退会者 15名(うち，逝去 2名)0

・柏木理事の退会により，理事に欠員が生 じ

るが補充しないという会則により，理事は

35名(l名欠員) とする。

・亀井一綱名誉会員が逝去されたが， 葬儀等

には対応できなか った。慣例により，

ニュ ースレタ ーにおいてお悔やみを，機関

誌には追悼記事をそれぞれ掲載する ことと

する O 追悼記事の執筆者については，後日

検討する。

-名誉会員などの逝去H寺の学会対応の仕方に

ついては，慣例を規程筈として明記するか

どうか，今後話しあうことにな った。

(4) その他

・第 73回大会委員会の松旧事務局長より，

大会決算についての最終報告があり，残金

102，378円を若手育成基金に寄付していた

だくことにした。2006年度決算に;j-I上す

ることとな った。

*次回常任理事会は 2007年 8月3日(金)午後

3時より東京富士大学において開催される予定

である。

2007年度第 3回常任理事会議事録

日 H寺 2007年 8月3日 (金) 午後 2lI~f 30分~

午後 4時 30分

場 所'東京富士大学本館士山階第 l会議室

出席者:岡村一成理事長，浮谷秀一，垣本由紀子，

回之内厚三， 内藤哲雌 m来日:1主ー， 松田

浩平，南 隆男，蓮花一己(第 74回大会委

員長を兼ねる) (以 |ご9名)

委任状・荻野七重副理事長，大橋信夫， ffr 正文，

松浦常夫，向井希宏

事務局:浮谷秀一 (事務局長)，{が波干[1恵(幹事)

l 報告事項

(1)盟事長挨拶

・亀井一綱名誉会員の追悼文については，井

上枝一郎会員にご寄稿し、ただくことになっ

た。

(2)各委員会報告

1) 機関誌編集委員会 (藤田委員長)

，・第 33巻第 1号の投稿状況について説明か

あっ た。短報 7本，実践報告 l本投稿があ

り，審査仁1:1である。

・第 26巨|国際応用心理学会議特集号につい

ては，応心企画シンポシウムおよび投稿さ

れた 14本で憐成される。 しかし，関係者

全員に別刷 20部ずつ進呈するのでは予算

オーバーとなるので，国際交流関係の予算

を地倒して対応することが了承された。

・追悼文については別刷を作らないことと す

る。

2) 企画委員会(内藤委員長)

• 11月 17EI (土)のシンポジウムの仮テー

マは「匡11燦理解」で， シンポジストとして

伊藤哲司氏と井上孝代氏を予定している0

・公開ゾンポジウムの広報の方法，および公

開シンポシウム参加者に，認定「応問心迎

士」 取得のためのポイントを付与する こと

などを検討することになった。

3) 広報委員会

(インタ ーネット担当 松日l委員)

・ニュ ースレタ 一次号の発行は大会後，11 

月頃を予定0

.学会ホームページを構築作業中である。

4) 認定「応用心1m士」認定審査委員会

(浮谷委員長)

・2007年度前期の申請はなか った。広報の

方法およびポイン卜制について検討する予

定である。

5) 国際交流委員会(蓮花委員長)

・今年度末には，オース トラリアでの大会に

ついて，企画内容等を検討する予定であ

る。

6) 若手研究者支援委員会(回之内委員長)

・若手研究者の大会参加支援制度の申込み者

は現在 3名である。今年度大会には 40件

程度の大学院生の発表があるにもかかわら

ず申込み者が少ないことを踏まえて，大会

当日の対応および広報の方法等を今後検討

していく 。

・大会申込み手続きの|捺，大学院生が大会支



オ;務局だより ( 49 ) 

媛制度の案内が記載されている紙妨げ木を惟

認せずに， Webのみで大会情報の取得，発

表手続きな どをしている可能性が示唆され

た。 Web仁でも大会支媛制度がわかるよ

うにすることが， ラ|毛年度の検討諜題であ

る。

-今年度については，大会当日，該当する発

表者に対して広報に努める。

(3) 2007年度第 74回大会について

C;lli花大会委員長)

・2007年 9月 8日，9日に帝塚山大学学園

前キャンパスにおいて開催する。大会フ。ロ

グラムに基ついて，以下の報告があった0

・理事会は大会前日の 7日夜，懇親会は 81二l

伎に，奈良ホテルにて開催する(大学から

パスにて送迎)。

-参加状況は次のとおり :予約参加申込者

191名，発表 125件(孟会員 94件，院生

31 1'1:.)， 懇親会 54名。 ほほ見込みとおり

である。

-帝塚山大学などから多くの言寄付をいただい

fニ。

-入構のためのセキュリティが厳しいので，

大会参加者向けの対応を検討中である。

(4) その他

・2006年度第 73回大会の松岡大会副委員

長から，資料に基づき決算についての最終

報告があった。なお，残金 102，378円は，

若手育成基金に寄付することにな った。

2. 審議事項

(1) 2006年度決算肢査結果報告(浮谷事務局長)

• z夫ー算については，一部修正のうえ， 7月 28

日に監査を受け，承認された。

(2) 2009年度第 76回大会に関するド|

(岡村盟事長)

• )11本利恵子先生(九州大学)に大会委員長

を依頼することとする。開催場所は未定。

(3) 新入会員審査および会員異動に関する件

(浮谷事務局長)

.新入会員申し込みのあった l名について

審査，以下の l名を承認した。

架!京通出

・8月2日現在， 会員数 1，147名 (内訳:正

会員数 1，062名，学生会員 3名，名誉会員

39名，終身会員 39名，賛助会員 4名)。入

会者 4名，退会者 O名。 (正会員 l名退会

取り消し。終身会員から正会員へ種別変更

l名。)

(4) その他

.予算書の国際交流費を 25万円とすること

が示認された。

*今年度の理事会は 2007年 9月7日(金)lF後

5 U寺 ~ 7 U寺奈良ホテル若草の間で開催し，それ

に引き続き理事懇親会を奈良ホテル金剛の間で

開催する予定である。

ド次|可の常任理:事会は，11月 17日(土)公開シ

ンポジウム前に開催予定である。

会員異動

2006年度新入会会員 (2006.4~2007. 3) 

安達悠子

大阪大学大学院人間科学研究科

安藤詳子

名古屋大学医学部保俗学科看護学専攻

石井紀子

東京都立北多摩看護専門学校

石丸律子

~ilf使堂白石共立病院

磯友輝子

東京未来大学ことも心理学部

井上倍久干11

聖徳大学人文学部J心fli!学科

岩本彩子

J1命館大学大学院

他|封 智 也

静岡英和学院大学

梅山佐和

立命館大学大学院

大塚 一徳

長崎県立大学経済学部流通経宮学科

大前泰彦

箕島仁Il学校

大 森 誠

東京荏原青果株式会社

小倉 有 紗

大阪大学大学院人間科学研究科
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笠原博樹

友愛クリ ニック看護部

1E淵めぐみ

日本学術振興会

加藤純子

帝塚山大学人文科学研究科臨床社会心理学専攻

新生澄美子

崎玉医科大学短期大学

川合悟

帝塚山大学，心理福祉学部

雲井千香子

桜美林大学大学院

小菅美穂

法務省

小谷賢太郎

関西大学工学部

事崎由佳

東北大学情報科学研究科

小林剛史

文京学院大学

近藤千尋

立命館大学

細井美子

桐生短期大学看護学t.il

機井美由紀

東北大学大学院情報科学研究科

桜井総子

東京国際キャリアダイナミ y クス

佐々木史之

日本体育大学

純木靖之

l愛l色義塾大学社会学研究科社会学専攻

休波真紀子

お茶の水女子大学人間文化研究科

得田正康

株式会社ニコンシステム

七回覧

七回教育研究所

!こl井清太郎

国土舘大学大学院

菅野智子

文京学院大学大学院人間学研究科心理学コ ース

菅野亮

東京国際大学大学院国際関係学研究科

杉 浦 愛 子

駒燥大学文学部心理学科

鈴木佳苗

筑波大学大学院図書館情報メディア研究科

関口喜久代

群馬社会福祉大学短期大学部

関 口 恵 子

崎玉医科大学短期大学

高 様 昌 代

北星学園大学大学院

高橋 明子

早稲田大学大学院人間科学研究科

高橋正人

新世代ワイヤレス研究センター

高比良美詠子

独立行政法人メディア教育開発センタ ー

高柳伸哉

兵庫教育大学大学院連合学校教育学研究科

瀧上凱令

情塚山大学J心理福祉学部

武居由希子

信州大学大学院

竹回せき子

文京学院大学

田島梓

お茶の水女子大学大学院人間文化研究科

田畑|智主主

東京富士大学経営学部

近岡 恵子

東京国際キャリアタイナミッ クス

徳永美佐子

育英i均株国

鳥山 絵美

国立精神神経センタ ー武蔵病院

中l嶋 一恵

長11崎市医師会看護専門学校

仲田将寛

名古屋刑務所分類審議室矯正処遇官

中村隆一

立命館大学応用人間科学研究科



ヰl谷内 一也

帝塚山大学

名張 ;思}JI¥

マナ色彩心理研究所

凶村相久

桜美林大学大学院

野内類

中央大学文学研究科

野口五J!英子

兵庫教育大学大学院連合学校教育学研究科

八回武!:!.<'

岐阜医療科学大学

花尾 同香里

東京富士大学経営学部

早川 米紗

京都市立修学院小学校

飯田真理子

立命館大学大学院応用ノ¥間科学liJf究科

枚回香

大阪電気通信大学総合情報学部

平山村i記

帝啄山大学:

m末掛 如広

名古屋大学大学院情報科学研究科

!桜村間!

Smart Business Consulting & Advisory 

篠原靖久

(医)!一久会m本原産婦人科

的l真仰

神戸大学海事科学部

坊1IIIi'iT 

埼玉医科大学短期大学

期内 山樹子

お茶の水女子大学大学院人間文化研究科

政本呑

日本大学文E史学部情報学研究所

松井真樹

立命館大学大学院応用人間科学研究科

松尾 1l:J美

お~の水女子大学大学院人間文化研究科

三木 善彦

帝塚山大学心理福祉学部J心理学科

事務局だより

二..II~ 斉紀

神奈川大学経済学部

水爆慶緒出

|長|西学院大学文学研究宇|

満石 寿

文京学院大学人間学研究科J心理学専攻

宮崎 貴子

立教大学大学院

村瀬 千春

注業医科大学産業保健学部

村111芳実

株式会社小森コ ーポレーション

村111 綾

大阪大学大学院人間科学研究科

孟 琳

信州大学人文学部

茂原直樹
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文教大学大学院人間科学研究科人間科学専攻

森俊輔

nl:J:f日女子大学大学院生活機構研究科

森光 ，iE_; 

立命館大学

谷津修一

常磐大学大学院人間科学研究科

山内 直人

|示|七館大学体育学部

山人端 語I~ lj_l

いわ き明星大学人文学部心HH学科

山本 圭太

国上館大学大学院

山本; 直宏

山形県警察木部科学捜査研究所

横山泉

東京国際キャリアダイナミックス

吉岡節夫

株式会社 BRLM両i虫学習アカデミ一

斉問 美穂

立命館大学社会学研究科

吉田 有希

橋本市役所

渡部英夫

のびのびライフア y プス クール
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逝去 (6名)

謹んでご冥福をお祈りいたしま す。

亀井 一綱，菊地 藤吉，田中杉;忠，回1:j:1富士夫，

花沢成ー，村上 栄二

寄贈文献 (2005.4~2007 . 3) 

-応用社会学研究第 16巻，第 17巻

• IA TSS Review Vol. 30， No. 1 ~ No. 4増刊号，

Vol. 31， No. l~No. 4 

• JAPANESE HEALTH PSYCHOLOGY NO.11 

・学著協ニュース No. 12， No. 13 

・学会センタ ーニ ュース No. 375~No. 388 

・学校教育学研究論集(東京学芸大学大学院) 第

11号，第 12号，第 13号，第 14号

・季刊社会安全 No. 56~No. 63 

-国立情報学研究所ニュース No. 27~No. 35 

・産業安全研究所安全資料 No. 21， No. 22， No. 23 

・産業安全研究所研究報告 2005 

-産業安全研究所特別研究報告 No. 31~No. 33 

・産業安全研究所年報 平成 17年度

-児童教育研究第 15号，第 16号

・上智大学心理学年報 29巻，30巻

・人事試験研究 No. 195~No. 202 

・スポ ーッ心理学研究 第 32巻 l号，第 33巻 l

号 2号

-筑波大学心理学研究 No. 29~No. 33 

・テレヒ ・ラジオ番組個人視聴率調査 平成 17年

4月 ・6月 ・9月 ・11月，平成 18年 4月 ・6

月 ・11月

・東海大学記要 第 13号，第 14号

・東京学芸大学紀要 総合教育科学系 第 57集，

第 58集

・名古屋大学大学院 教育発達科学研究科教育科

学第 52巻 l号 2号，第 53巻 l号 2号

・名古屋大学大学院教育発達科学研究科 心1m発

達科学: 第 52巻，第 53巻

・日本子ども家庭総合研究所紀要 第 41集，第 42

集

・博士学位論文要旨(学芸大学大学院) 第 8号，

第 9号

・発達研究(発達科学研究教育センタ ー) No. 19， 

NO.20 

・ファジィ システムシンポジウム講演論文集 第

21回

・別f111医学のあゆみ 学会案内 (医師薬出版株式

会社) 2005年 7月号，2006年 1月号， 2006年

7月号，2007年 1月号

・母子保健情報 51号，52号， 53号，54号

-安回女子大学大学院文学研究科紀要 第 11集，

第 12集

-科学笹察研究所報告(犯罪行動科学編) 43巻 l

号，44巻 l号

・科学経察研究所報告 57巻 1号，58巻 l号

・学術 の動向 (日本学術協力財団) 2005. 4~ 

2006.6 

・慶応義塾大学大学院社会学研究科紀一要 第 60

号， 第 61号，第 62号一， 第 63号

・健康心理学研究 Vol. 19， No. 1， No. 2 

・交通科学(大阪交通科学研究会) Vol. 36， No. 1， 

No. 2. Vol. 37. No. 1 

-山梨大学教育人間科学部紀要 第 7 巻 l 号 ~3 ，

第 8巻

-指導と評価 2005. 4~2007. 3 

・人間関係学研究 12巻 l号，13巻 1号

• Progress in Informations No. 2， No. 3， No. 4 

・聖徳大学心理教育相談所紀要 Vol. 3， Vol. 4 

・関係学研究 33巻 l号，34巻 l号

-匡|立身体障害者 リハ ビリ テーションセンタ ー研究

紀嬰 25号，26号

-基礎心理学研究 34巻 2号，35巻 l号 2号

・教育総合研究所年報(安田久子大学) 創刊号，2 

号

-日本産業カウンセ リンク 学会 20巻(特集号)
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日本応用心理学会学会賞規程

第 l条 日本応用心理学会は，応用心理学の振興と発展を図るため，ここに日本応用心理学会学会賞(以下，

学会賞という)を設ける。

第2条 学会賞:は，論文部門と実践活動部/'刊3らなり，応m心盟!学の研究およ び実践に特に貢献した会員に段

与する。

第3条 学会賞の論文部門は，本学会機関誌 『応用心埋学研究』所載の論文を対象とし，実践活動部f'''1は，};~; 

用心fjJ!学の知見を生かした社会的実践活動を行 っている会員を対象と する。

第一4条 学会賞のj受与は|痛ま|二とする。

第5条 学会賞選考のために学会賞選考委員会(以下， 委員会と いう)を当該年度に設置する。

2 委員の定数は 7名を |二限と し，任期は当該年度末までとする。

3 委員長は副理事長とする。

4 委員長は常任国事会の承認を得て委員を指名する。

5 委員会は学会貨の候補を選考し常任理事会に提案する。

第6条 学会賞の授与は， 年次大会lI~i に盟事長が行う 。

第7条 学会賞の選考制11則は日11に定める。

/1(;1 WJ 

l 本規程は平成 19年 2月 23日より施行する。

日本応用心理学会学会賞選考細則

第 l条学会賞の選考は，第 I次選考と第 2次選考によりわう。

2 論文部門の選考は過去 2年/":j-Jの本学会機関誌 「応用心理学研究』所j/裁の論文を対象とする。

第2条 第 l次選考は，盟事の推薦に基っき，学会賞選考委員会において行う。

2 理事による推薦は論文部門および実践活動部/0"'1の係部門につき 2件以内とし，候補者氏名，該当業

績，推薦問由，推薦人氏名を明記するものとする。

第3条 第 2次選考は常任理事会において行う。
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お詫びと差し替えのお願い

1'1可号 (32巻 2号)の事務局だよりに娼載 した 2005年度決算書 に一部記載漏れがありまし た。修正版を掲載

いたしましたので差 し替えをお願いいたします。

日本応用心理学会 2005年度決算書

(2005年 4)'1 1 日 ~2006 年 3 月 31 日)

l収 入 支

項 目 決算制 予算級 工頁 目 決算鉱1 予算綴

会費 5，571，000 5，760，000 第 72回大会補助費 700，000 700，000 
過年度分 384，000 480，000 学会賞・奨励賞 。 100，000 
本年度分 5，187，000 5，280，000 心理学諸学会連合 60，000 60，000 

シンポジウム・講演費謝金 158，000 200，000 
研修会講師謝金 60，000 100，000 

賛助会費 30，000 30，000 国際交流費 。 300，000 

「応用心理士J関係 181，000 600，000 「応用心理士J関係経費 58，746 200，000 
審査料 60，000 150，000 
認定料 120，000 450.000 委員会活動費 645，829 1，400，000 
その他 1.000 機関誌編集委員会 76，654 250，000 

学会賞 ・奨励賞選考委員会 38，449 50.000 
寄付金 (稲毛教子名誉会員) 200.000 シンポジウム委員会 272，130 250，000 

国際交流委員会 143，900 400，000 
雑収入 479，156 200，000 広報委員会 37，970 100，000 

研修委員会 17，390 150，000 

倫理委員会 50.366 100，000 

諸規程整備検討委員会 8，970 50，000 
若手研究者支援委員会 。 50，000 

印刷費 1，409，452 2，200，000 

機関誌 1，147，860 1，500，000 

広報関係 160，230 300，000 
その他 101，362 400，000 

通信費 639，195 750，000 

機関誌郵送費 138，450 200，000 

広報関係郵送費 286，990 250，000 
その他 213，755 300，000 

常任理事交通費 400，320 750，000 

事務局運営費 423，349 700，000 

事務局委託費 569，171 800，000 

選挙関係(通信費を含む) 477，414 500，000 

予備費 。 741，119 

6，461，156 6，590，000 5，601，476 9，501，119 

前年度繰越金総額 8，811，119 8，811，119 次年度繰越金総額 9，670，799 5，900，000 

名簿作成積立金 1.500.000 1.500.000 名簿作成積立金 2，000，000 2，000，000 

特別企画積立金 2，000，000 2，000，000 特別企画積立金 2，500，000 2，500，000 

若手育成基金 1，400，000 1，400，000 若手育成基金 1，400，000 1，400，000 

前年度繰越金 3，911，119 3，911，119 次年度繰越金 3，770，799 。
ZEK i 15，272，275 15，401，119 £Ek ヨ 15，272，275 15，401，119 

以上のとおり相違ありません。

平成 18年 7月28日 Et査委員 玉井 寛 印
監査委員 ii~森立男 印


